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Ⅰ．はじめに　
　これまでに日本は，母子保健法に基づく母子
保健事業の展開をしてきた他，健やか親子21を
掲げ国全体で活動をしてきた．しかし，今まで
以上に子育て支援に重きを置き，切れ目のない
子育て支援の実現のために子育て世代包括支援
センターの全国展開を目指している（厚生労働
省，2017）．新しい機関を設置する背景には，
経済社会の変化が起こっている中で，子育てを
担っている家族が子育て以外に，就業や家事等
に追われている状況がある．
　実際に，妊娠・出産・子育て期において就業
を継続する女性が多くなっているが，共働きで
あっても，夫婦間の一日における家事・子育て
時間の差は大きいままにある（総務省，2017）．
夫も育児参加ができるよう，国を挙げてイクメ
ンプロジェクトやワーク・ライフ・バランスを

推し進めているが，性別分業役割の文化が一掃
され，夫婦が平等に育児・家事を担い就業に就
く時代は遠く，今後しばらくの間，現状が維持
されると推測される．そのため，子育ての中心
を担う母親達が利用しやすい，または利用した
いと思う支援の構築は急務である．
　出産後に母親の身体的回復・心理的安定を促
進し，母親自身がセルフケア能力を育むための
支援として産後ケア事業が各地で取り組まれて
いる．夫婦で協力し子育てをしていくことが求
められているが性別分業役割が残っている現代
において子育てをしている母親にとって有意義
な支援であり，産後ケア事業の評価は高い（小
松崎他，2011）．産後ケア事業は，宿泊型やデ
イケア・アウトリーチと種類があり，さらに市
町村の強みをいかした柔軟な対応がガイドライ
ン（厚生労働省，2018）において求められてい
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る．そのためにも，対象となる母親達のニーズ
を把握することは重要である．
　以上のように，今現在，日本では子育て世代
を支援する政策が重視され，新たに構築する段
階だからこそ，今，子育て世代にとってより良
い支援を再考する意義がある．そのためには，
既存の子育て支援を「利用しなかった」また
は「利用できなかった」背景にある実情を明ら
かにすること，子育ての経験者として産後ケア
へのニーズを明らかにすることは，母親が利用
しやすい新たな支援を構築する一助となると考
えた．そこで，本研究は，子育てをしている母
親から，既存の母子保健事業で行われている乳
児家庭全戸訪問・子育て相談および今後も各地
における支援が増えていくであろう産後ケアを
きっかけに，子育て支援の利用を抑制する実情
および母親の子育て支援へのニーズを明らかに
することを目的とする．
　育児不安は子どもの月齢が進むと減少してい
く（小林他，2006）．また，筆者が実施してい
る子育て相談では，卒乳を迎える頃の産後１年
前後までの母親が多い．そのため，本研究では
出産後～産後１年頃の期間の子育て支援とす
る．

Ⅱ．研究目的
　母親が子育て支援の利用を抑制する実情およ
び子育て支援のニーズを明らかにする．

Ⅲ．研究デザイン
　グループ・インタビューによる質的記述的デ
ザインである．

Ⅳ．研究方法
１．用語の定義
　子育て支援は，「出産後～産後１年頃の子育
てに関する支援」とする．

２．X市の子育て支援
　Ｘ市において健診や予防接種以外に，保健師
等の看護専門職や栄養士，保育士などの専門職
が対応する子育て支援は，乳児家庭全戸訪問・
離乳食教室・子育て相談・電話相談，保育園施
設を子育て支援センターとして開放し，子育て
の情報提供等を行う広場等がある．乳児家庭全
戸訪問は，保健師が母親へ連絡をとることから
始まり母親が受動的に受けられる支援である．

それ以外の子育て支援は，利用を希望する母親
が主体となって受ける支援である．X市の住民
であれば誰でも利用可能な支援であり，子ども
と二人の時間を多く過ごす母親にとって，他者
と関わることでリフレッシュができる機会に
なり得る．

３．研究参加者
　X市が主催している子育て支援センターを利
用し，X市在住で末子３歳未満の子どもを育て
ている母親とした．

４．調査期間
　平成29年３月１日, ３月８日

５．調査方法
１）参加者の募集
　 　X市のA子育て支援センターの責任者に研

究の趣旨説明を行い，A子育て支援センター
を利用している母親へ研究協力を周知する
承諾を得た．A子育て支援センターに参加者
募集のチラシを設置し公募を行った．グルー
プ・インタビューは, ６名前後が妥当と考え，
事前申し込みの方式を取った． 

２）調査方法
　 　調査当日に集合をした母親達へ，個別に研

究目的や倫理的配慮等について説明を行い，
参加するか否か確認を行った．参加する意思
が確認できた母親達に，調査方法と調査内容
を口頭・紙面で伝えた．

　 　また，今回はグループ・インタビューの手
法を採用した．その理由は，グループ・イ
ンタビューは，当事者同士が話し合うこと
で「私もそうだった」という気づきや共感
が得られ，母親それぞれが日常生活で潜在
的・顕在的に感じている思いを抽出できる利
点があり，子育て中に感じている母親の率直
なデータが得られると考えたからである．な
お，参加者には円を描くように座ってもら
い，それぞれの顔が見えるようにした．

３）調査場所
　 　調査場所はA子育て支援センターの一区画

で行った．また，母親が安心をしてグルー
プ・インタビューに参加できるように子ども
の託児を同室内で行った．

４）調査内容
　 　Ｘ市で行われている乳児家庭全戸訪問・子
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育て相談，母親のニーズを把握するために産
後ケアについて尋ねた．乳児家庭全戸訪問・
子育て相談は支援の利用の有無は問わず，支
援を受けた時の状況と支援を受けないと選択
した状況を具体的な経験を交えて語っても
らった．産後ケアについては，参加者のこれ
までの子育てを振り返り，利用希望の有無と
ニーズについて語ってもらった．グループ・
インタビューの内容は，参加者の許可を得
てICレコードに録音し，逐語録を作成した．
なお，当日に参加者の属性として，年齢，職
業，子どもの人数，X市在住期間，夫婦の出
身地，里帰り分娩の有無を記入用紙に記載し
てもらった．

５）ファシリテーターの役割
　 　初めて会い語り合う母親達がリラックスで

きるように調査前にお互いの自己紹介を実施
した．インタビューはインタビューガイドを
用いて，支援ごとに尋ね，一人ひとりの言葉
を大切に拾い，参加者の発言の均等化を図る
ためにも他の母親達の意見も求めた．そして，
母親達が語った内容で，他の支援とつながる
内容があれば，その支援にひきつけて質問を
行うことを心がけた．そして，話題が尋ねて
いることと違う内容になりそうなときは，尋
ねている内容の回答を得られるように心がけ
た．全体を通して心がけたことは，母親達が
インタビューに参加して良かったと感じられ
るように，語りたいことを語ってもらうこと，
語りたいと思えるような雰囲気作りを配慮し
た．

６．分析方法
　参加者の語りを逐語録に起こし，内容を精読
した．母親が子育て支援の利用を抑制する実情
および子育て支援のニーズに着目し，該当する
語りを抜粋した．抜粋した内容を文脈の意味を
損なわないように留意しながら，コードに分類
をした．そして，コード間の類似性・関連性に
基づき．サブカテゴリ―・カテゴリーを抽出し
た．なお，本調査のデータは一人ひとりの母親
達の貴重な経験なので，一人の母親の言葉も分
析対象とした．

７．倫理的配慮
　グループ・インタビューへの参加は，任意で
あること・途中辞退可能なこと・参加不参加に

関わらず不利益を被らないことの保証，プライ
バシーの保護について書面および口頭で説明を
行った．また，岩手県立大学倫理審査委員会の
審査を受け非該当であった（承認番号275）．

Ⅴ．結果
１．母親の属性
　研究参加者は13名であった．２つのグルー
プに分け, １グループ１回のグループ・インタ
ビューを行った．1つめのグループの参加者
は６名でインタビュー時間は64分, ２つめのグ
ループの参加者は７名でインタビュー時間は63
分だった．母親の平均年齢は33.9歳であり，職
業を持つ母親は４名・主婦が９名であった．夫
婦の出身地については，X市出身の組み合わせ
は３名，夫・妻のいずれか片方のX市出身の組
み合わせは３名，X市外出身の組み合わせは６
名，出身地組み合わせ不明は１名であった．12
名の母親は第１子子育て中であり, １名が第１
子・第２子の子育て中であった．また，里帰り
分娩を行った母親は７名，出産後に里帰りをし
た母親は４名，里帰りをしなかった母親は１名，
自宅で実母の手伝いを受けた母親は１名であっ
た（表１）．

２．分析結果
　分析の結果，母親達が子育て支援の利用を抑
制する子育ての実情および産後ケアへのニーズ
について，12コード, ６サブカテゴリ―, ３カテ
ゴリーが抽出された（表２）．以下，〔〕はコー
ド，＜＞はサブカテゴリ―，【】はカテゴリー，

「斜体」は母親の語りを示し，「斜体」の中の（）
は補語を示す．
　母親達が子育て支援の利用を抑制する実情と
して，【支援を受ける覚悟と子育てでうまくで
きないのは自分が対処できないだけと帰属する
思考】および【自分自身を優先にしない子育て】
があることが分かった．そして，母親達は子育
て支援に対し【見慣れた空間と顔見知りの専門
職からの支援の希望】を持っていた．以下に，
具体的記述を示す．
１ ）【支援を受ける覚悟と子育てでうまくでき

ないのは自分が対処できないだけと帰属する
思考】

　 　母親達は乳児と外出する大変さを実感して
おり，〔乳飲み子と共に外出する大変さと児
を外出させる抵抗感〕があること，特に〔曜
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日が決まっている支援は行く覚悟が要され
る〕ことが分かった．母親にとって，曜日や
時間が指定されている支援を受けるには，母
親がその支援を受けるために事前に周到な準
備と，母親が実感をしている乳児と外出する
大変さを翻す強い気持ちが必要であり，＜乳
児と外出するために必要な自分の覚悟＞が抽
出された． 

　 　「１ヵ月健診が過ぎるまでは，やっぱり子
どもを外に出すというのがすごく抵抗がある
んですよね．」

　 　「何より車に小さい子を乗せるというのに
なれていないので，行きたい気持ちがあって
も車に乗せるまで（の準備）がすごく嫌で．」

　 　「この曜日，隔週の火曜日とか指定される
と，そこにあわせてスケジュールを調整して

というところがちょっと（難しい）．」
　 　「子どもがぐずっていても今日行きたいか

らというのが結構きつくて，今日は全然出ら
れない雰囲気でもうだめだってなると（相談
に行かない）」

　 　また，母親達は子育てにおいて多くの悩み
はあるものの，その悩みを具体的に伝えられ
ない感覚を持っており，〔母親が抱いている
漠然とした不安・心配事は相談するほどのこ
とか自問自答し相談へ行くことに躊躇する
思い〕があることが分かった．

　 　「相談したいと思っていても漠然としてい
て，多分どういう相談ですかと聞かれたら言
えなかったと思うんです．」

　 　「不安なこと，とにかくずっと心配とか不
安はいっぱいなんですけど，どれと言われる

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ

年齢 35 30 34 34 32 39 34

同居家族 夫・子ども(1歳) 夫・子ども(1) 夫・子ども(1) 夫・子ども(1) 夫・子ども(1) 夫・子ども(1) 夫・子ども(2)

職業 なし なし なし あり あり なし なし

夫以外の子育て支援者有無 なし 実父母 実父母 いない 祖父母 祖父母 いない

実家の所在
夫：X市外
本人：X市外

夫：X市外
本人：X市外

夫：X市
本人：X市外

夫：X市外
本人：X市外

夫：X市
本人：X市

夫：X市外
本人：X市

夫：X市外
本人：X市外

里帰り状況 里帰り分娩 里帰り分娩 里帰り分娩 産後の里帰り 産後の里帰り 里帰り分娩 里帰り分娩

居住年数 1 4 5 10 20 39 15

備考

Ｈ Ｒ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ

年齢 31 38 32 36 32 34

同居家族 夫・子ども(1)
夫・子ども(1)、

夫の父
夫・子ども 夫・子ども(2) 夫・子ども(1)

夫・子ども(5）・
子ども（2)

職業 なし なし なし なし あり あり

夫以外の子育て支援者有無 実父母 実母 いない いない 実父母 祖父母

実家の所在
夫：不明

本人：X市外
夫：　X市
本人：X市

夫：X市外
本人：X市外

夫：X市外
本人：X市外

夫：X市
本人：X市

夫：X市
本人：X市外

里帰り状況 なし 産後の里帰り なし 産後の里帰り 里帰り分娩 里帰り分娩

居住年数 5 38 1 3 30 1

備考
産後、自宅で実
母の支援を受け

た

表1．対象者の属性一覧
表１　対象者の属性一覧
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と，多分だらだらって話になっちゃうと思っ
て．」

　 　「これは相談するまででもないことなのか
というか，相談に行くほどじゃないのかなと
思っているうちに時間がたっちゃう感じで
す」

　 　そして，誰もが抱いている漠然とした子育
ての不安や分からないことに対し，支援を頼
る気持ちではなく，〔子育てのわからないこ
と，子育てでできないことは自分の努力や気
の持ちよう〕であると考え，支援の利用を控
える気持ちの方へ働いていることが分かっ
た．

　 　「自分の精神面といえばいいのか．（費用の
かかる支援は）どうにかすればかけなくても
いい費用だという風に思う．苦しいから，な
んだろう，どうしていいか，病気だからとか
じゃなくて，自分がどうしたらいいかわから
ないということだけだから」

　 　これらから，母親達は＜支援を受ける状況
か迷い，子育てでうまくいかないのは自分が
対処できないだけと帰属する思考＞が抽出さ
れた．＜乳児と外出するために必要な自分の
覚悟＞と合わせて，支援を受けるか受けない
かを天秤にかけ，支援の利用を抑制する実情
が浮かび上がった．

２）【自分自身を優先にしない子育て】
　 　母親達は，子育て支援を受けると自分が助

かり心身共に楽になることを新生児訪問等で
実感はしているものの，乳児や身近な子育て
のサポーターである夫や実母等へ配慮をし，
母親自身の気持ちを中心にした支援の利用の
決定をしていないことが分かった．

　 　乳児に対しては，利用者で混んでしまうこ
とがある支援を受ける際に，＜子どもへ負担
をかけてしまうことの不安＞を抱いていた．

　 　「混んでいるので，子どもをずっと待たせ
ておくわけにもいかなくて相談をしたいこと
があっても，ゆっくりは相談できなかった．」

　 　「部屋の状態とか施設の設備がどうなのか
わからないと（不安で）やっぱり行けない」

　 　また，費用がかかる産後ケアの利用では，
〔夫の収入で生活をしていることによる夫へ
の遠慮〕の気持ちが生じ，〔自分にかかる費
用は抑えたい〕と語り，＜自分にお金をかけ
ることへの遠慮＞していることが明らかに
なった．

　 　「１万円足りないぐらいでも，これが毎月
かさんだらどうなんだろうと思って．そうな
るやっぱり細かく，駐車場代もかけたくない
というか．そういうのがちょっとだけけちく
さくなります」

　 　「どこかで俺（夫）が金をだしているんだ
と思っているんだろうなみたいなのが弱み
ですよね」

　 　そして，子育ての身近なサポーターである
夫から，〔夫から子育ては“楽なもの”“どうに
かできるもの”と思われ支援を受ける理解を
得る難しさ〕があると語った．

　 　「自分がきつくて子どもがいて，だから
ちょっと有料だけどこういうのを利用した
いんだけどって言ったところで，『そんなこ
とする必要があるの？できるでしょう？』と
言われると思う．頭で理解ができないんです
よね」

　 　「うちの旦那は日中子どもと遊んで楽しく
過ごしていると思っていいますから．いい
な，お前はいつも楽しんでぐらいの感じで
思っているので」

　 　支援を受ける理解を得る難しさは夫だけ
ではなく，子育ての大変さが分かる実母に対
しても，〔我慢をしながら子育てをしてきた
親世代から支援を受ける理解を得る難しさ〕
があることが分かった．

　 　「母親（親）に言うとすごく理解はしてく
れます，わかるけど我慢だよねって．やっぱ
り母親も我慢してきちゃっているので．」

　 　「親世代はそうなんですよ．我慢してきて
いるので，たとえ実母であっても私だってそ
うやってきたんだからみたいな感じがあっ
て．」

　 　以上より，子育てを中心に行っているのは
母親であるが，＜身近なサポーターから支援
を受ける理解の難しさ＞が子育て支援の利
用を抑制する実情として浮かび上がった．

３ ）【見慣れた空間と顔見知りの専門職からの
支援の希望】

　 　母親達は，授乳に関しては〔助産師からの
授乳相談の希望〕を持ち，〔出産した病院で
の産後ケアの希望〕を抱いていた．

　 　「（産後ケアを受ける場合）出産した病院
だったらいいな（受けたい）」

　 　「退院後もおっぱいは，助産師さんにみて
もらいたい」
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　 　そして，曜日・時間が決まっている支援を
受けることに，＜乳児と外出するために必要
な自分の覚悟＞が必要とされていた経験か
ら，いつも気軽に立ち寄っている支援セン
ター等における〔日常的に利用している支援
センターへの専門職常駐の希望〕があること
が分かった．

　 　「家の近くの支援センターに行って，そこ
でちょっと（赤ちゃんを）ごろごろさせなが
ら，そこにいる先生にちょっと（母乳がうま
く）飲めないんですけど，いまこういう状況
なんですけどってちょっと相談したりもして
いたんですけど，そういう場所に助産師さん
がきてくれて相談が聞けたらいいな」

　 　「わざわざ行って聞くんじゃなくて，いつ
も行く場所に専門的知識を持った方がいてく
ださるというのはちょっと安心するかなと思
います．」

　 　「常に（専門職が）いてくれたらもっと気
軽に聞けるのになって結構思っています」

　 　以上より，母親達は子育て支援に対し，＜
見慣れた空間と顔なじみの専門職からの支援
の希望＞をしていることが抽出された．

Ⅵ．考察
　母親達が子育て支援の利用を抑制する子育て
の現状として【支援を受ける覚悟と子育てで分
からないのは自分が対処できないだけと帰属す

表２　子育て支援の利用を抑制する実情と子育て支援へのニーズ

1 
 

表 2．子育て支援の利用を抑制する実情と子育て支援へのニーズ  

カテゴリ―  サブカテゴリ―  コード  

支援を受ける覚悟と子

育てでうまくできない

のは自分が対処できな

いだけと帰属する思考  

支援を受ける状況か迷

い，子育てでうまくで

きないのは自分が対処

できないだけと帰属す

る思考  

母親が抱いている漠然とした不安・心配事は相談するほど

のことか自問自答し相談へ行くことに躊躇する思い  

子育てのわからないこと，できないことは自分の努力や気

持ちの持ちよう  

乳児と外出するために

必要な自分の覚悟  

乳飲み子と共に外出する大変さと児を外出させる抵抗感  

曜日が決まっている相談は行く覚悟を要される  

自分自身を優先にしな

い子育て  

自分にお金をかけるこ

とへの遠慮  

自分にかかる出費は抑えたい  

夫の収入で生活をしていることによる夫への遠慮  

身近なサポーターから

支援を受ける理解の難

しさ  

夫から子育ては“楽なもの”“どうにかできるもの”と思わ

れ支援を受ける理解を得る難しさ  

我慢をしながら子育てをしてきた親世代から支援を受ける

理解を得る難しさ  

子どもへ負担をかけて

しまうことの不安  

長時間待つことや設備がわからないことによる児にかかる

負担の不安  

見慣れた空間と顔な

じみの専門職からの

支援の希望  

見慣れた空間と顔な

じみの専門職からの

支援の希望  

 

助産師への授乳相談の希望  

出産した病院での産後ケアの希望  

日常的に利用している支援センターへの専門職常駐の希望  
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る思考】があること，【自分自身を優先にしな
い子育て】が抽出され，子育て支援に対し【見
慣れた空間と顔なじみの専門職からの支援の希
望】を持っていることが明らかになった．これ
らの現状を理解することは，新たな支援を構築
していく際に有益であると判断し，以下，考察
をしていく．

１．支援を受ける覚悟と子育てでうまくできな
いのは自分が対処できないだけと帰属する思考
　一般的に，乳児と外出するためには，オムツ
やミルク，着替え等，外出先で不足がないよう
に事前に周到な準備が必要となる．外出するま
では予定していた出発時間に出発できるかどう
か気にかけながら過ごし，帰宅後の生活が滞り
なく進むための準備を同時並行に行う．帰宅後
は，いつもとは違う生活パターンによる生活へ
の影響を最小限にするように努める．子育て支
援を受ける場合も同様であると考えられ，その
他に，行き慣れない場所や面識のない専門職を
頼ることは，少なからず精神的な緊張が生じて
いると推察する．そのため，母親にとって子育
て支援を受けるための外出は，平時以上に気を
張り，子どもの世話と家事をすること，第三者
に会うための母親自身の準備も必要となる．そ
のような状況を引き受ける強い覚悟が強いられ
る現状があると考える．合わせて，子育て支援
は平日に行われているものが多く，夫の協力が
得られにくいことも強い覚悟に影響をしている
と考える．子育て支援のニーズは「気軽さ」が
求められている（中岡他，2013）が，子育て支
援を受けるまでの準備で「気軽さ」が打ち消さ
れてしまう現状が子育て支援の利用抑制に影響
していると推察する．
　また，人間が行動に移すためには，動機付
けが必要である（北尾・中島・井上・石王，
2008）．子育て支援を受ける場合は，母親の悩
みや不安内容の重要性・緊急性の高さが動機づ
けに影響すると考えるが，実際の子育ての悩み
や不安の多くは重要性・緊急性が低い．そのよ
うな場合でも，母親の不安や悩みが解決されれ
ば安心した子育てにつながるはずである．しか
し，母親はその道は選択せずに，自分自身がも
う少し努力のしようがあるのではないかと自身
に原因を帰属していた．これまでにも漠然とし
た不安等に対し，母親の努力で解決してきた経
験が影響している可能性もあるが，子育ての協

力者の多くは親族であるため，母親にとって親
族以外の他者を頼ることは平易なことではない
実情があると推察される．産後１か月の母親
の７割強が「疲労」を, ４割弱が「社会的孤立」
を経験していた（久世・新・中塚，2015）．「疲
労」と「社会的孤立」は産後うつや子ども虐待
のハイリスク要因であることから，子育ての不
安や悩みは重要性・緊急性が低くとも，他者に
頼って解決し，母親が抱え込まないような流れ
を作る必要があると考える．

２．自分自身を優先にしない子育て
　母親達は，自分自身が子育ての中心者であり
ながらも，子どもや夫・親へ配慮する気持ちを
優先させていた．
　育児不安の構造は経時的に変化する（野原・
中田，2019）ことから，母親が抱える不安や心
配事は子どもの月齢および初経産に関係なく，
生じていると考えられる．母親の不安や心配事
が解決されれば，母親は安心をして子どもに向
き合えると推察されるが，母親が不安や心配事
を解決するために相談室へ行く等の行動が子ど
もに負担になるのではないかという思いは，母
親ならではの特徴である．そこで手軽な情報収
集ができるのは，ソーシャルネットワーキング

（social networking service，以下SNS）である．
１歳までの児を持つ母親にとってのSNSは，同
月齢の児を育児する母親のリアリティ溢れた発
言を情報として得るための身近な手段（井田・
猪下，2014）となっている．母親を対象とした
ピアサポートの研究（福島ら，2009）では，仲
間からの経験を基にした助言は未来への見通し
を持ち，現在の不安を軽減することに大きく役
立つことが明らかになっている．子育てをして
いる母親にとって，同月齢の子どもを育ててい
る母親や先輩の母親からの助言は，心に入って
いきやすいと推察される．専門職もSNSの情報
提供は支援の媒体であると捉え，展開していく
ことも１つの手段である（井田・猪下，2014）．
専門職からの発信であるという安心感と，不安
や悩みを抱えている母親達の心に入ってきやす
い助言が同時に得られれば，母親達にとって心
強い支援になると考える．
　また，母親達は産後ケアについて尋ねたと時
に，夫や実母といった親世代へも遠慮をする発
言をしていた．産後ケアの第一の狙いは，産後
の母親の心身の回復と良好な母子の愛着形成で
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あり，二つ目の狙いは生活にする先人の知恵
を伝え，母親の自覚を促し，その具体的な方
法を提示する実家のような役割である（福島，
2017）．これまでに産後ケアの役割を果たして
いた両親どちらかの実家が担い，料金が発生す
ることはなかったが，看護専門職が行う産後ケ
アは必然的に料金が発生する．岩手県で宿泊型
とショートステイを提供している奥州市の産後
ケア料金は，一泊7,560円，ショートステイ1,240
円（奥州市HP, n.d.）である．子どもにかかる
新たな支出があるのも事実であり，母親が料金
を払って支援を受けることを我慢する気持ちは
自然的な流れと解釈できる．しかし，ここでは
母親をサポートする夫や親世代の価値観が影響
していることに注目をしたい．〔夫の収入で生
活をしていることによる夫への遠慮〕は，無償
労働である子育てより賃金が支払われる賃労働
が上であるというヒエラルキー（仁平，2011）
が影響している．また，子育て中の多くの母親
達は，家事も担っている．そのため，「個人と
しての自分」のために物理的・心理的時間を実
現できないギャップが葛藤となり育児ストレス
を増大させている（小野田，2013）．そのよう
な気持ちに折り合いをつけながら，子育てや家
事に対峙している．これらの状況を夫から理解
してもらえない，または親世代からそれが当た
り前と指摘される環境そのものを打破していか
なければならない．他の学問と共同をして解決
してく課題であるが，看護専門職は率先をして
子育てには価値がある営みであることを発信す
る役割があると考える．また，母親達が自分自
身を優先にしない子育てをする中で，どんな葛
藤をしているのかに耳を傾け理解をしていくこ
とが重要である．そして，料金がかかる子育て
支援を受けることは悪いことではない，必要な
ことであるという風潮をいち早く作ると共に，
子育てをしている母親を取り巻く人々に，子育
ては親族以外の他者からの協力を得て実施して
いく時代であると理解を促すことが必要であ
る．

３．見慣れた空間と顔なじみの専門職からの支
援の希望
　母親達は，全員が妊娠期・分娩期・産褥期を
経験しているが，その過程での出来事は人それ
ぞれである．その経験は，ポジティブなものも
あればネガティブなものもあり，それらは母親

一人ひとりの大切な物語である．そのため，母
親自身の経過を理解している専門職からの支援
は母親に安心感を提供すると推察される．特に，
子育てが開始すると母親達は子育てに集中する
あまりに，様々なことに対して敏感になる．疲
労もあり，新しい人間関係を構築していく気力
がないのかも知れない．母親にとって，見慣れ
た空間には，自分の居場所があり，勝手が分か
ることから自由に動くことができ，安心をして
過ごせると推察される．母親達は，気を張りな
がら子育てをしているからこそ，母親は子育て
支援に心から『安心』ができる環境を求めてい
ると考える．

４．子育て支援を構築する際の示唆
　母親達は，【自分自身を優先にしない子育て】
の中で，周囲の人々へ遠慮や配慮の気持ちを抱
き，周囲の人々の価値観にも影響をされていた．
そのような状況下でも母親が「支援を受けたい」
と思うには，付加価値が必要だと考える．その
１つとして，支援者が【自分自身を優先にしな
い子育て】を理解する姿勢を持つことや母親達
が希望をしていた“顔なじみ”の専門職が関わる
ことが挙げられる．また，支援を考える際に，

「プラスして，こんなことがお母さんにとって
メリットになる」という観点も合わせ持って支
援を考えていくことも１つの方策と考える．
　また，【支援を受ける覚悟と子育てがうまく
できないのは自分が対処できないだけと帰属す
る思考】によって，子育ての悩みや不安を自分
の中にとどめてしまう母親もいることを理解
し，乳児家庭全戸訪問のように支援者からアプ
ローチする支援も有益であることを，支援を構
築する際に反映させていくことも必要だと考え
る．

Ⅶ．おわりに
　今回，子育てをしている母親達が子育て支援
の利用を抑制する実情として【自分自身を優先
にしない子育て】，【支援を受ける覚悟と子育て
でうまくできないのは自分が対処できないだけ
と帰属する思考】が抽出された．子育てをして
いる母親にとって，気軽に支援を受けることが
できていない現状が浮き彫りとなった．今後，
子育て支援を構築する際に，子育て中の母親の
状況および心情が理解され，母親にとって利用
しやすい支援につながることを期待したい．
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　なお，本調査は平成28年度地域政策センター
地域協働研究「X市在住の産後の女性のケア
ニーズの把握」で調査をした一部である．
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Abstract
The purpose of this study was clarify about the actual situation of restraining the use of child-rearing 
support and the need for child-rearing support. We conducted a group interview with 12 primiparous 
women and a multiparous woman who were users of the X City Child-Rearing Support Center, residents 
of X City, and raising children younger than three years of age. Twelve codes and six subcategory and 
three category were extracted from the narratives of the mothers. It became clarify that as a fact that 
mothers restrain the use of child –rearing support, there were [mother’s thought that troubles related 
to child-rearing were a result of her not being able to handle issues better], [current situation of child-
rearing, the mother’s priority is not herself]. Moreover, the results revealed that the mothers had a [desire 
for child-rearing support from acquainted professionals in familiar spaces]. In the future, it is hoped that 
the actual situation of restraining the use of child -rearing support by mothers and the needs for child-
rearing support by will be understood and reflected in the construction of child-rearing support.

Keyword：�postnatal�care，child-rearing，mothers’�needs




